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開催日：2021年12月22日（水） 19:15～20:45 (90分)
会場：京王プラザホテル 第2会場（5階コンコードA）
開催方法：現地開催（定員70名）
＊申込みは不要です。開催時間までにお集まり下さい。
＊感染対策を徹底して開催します。

全国保健所管理栄養士会 新田 和美

〒918－8540 福井県福井市西木田２丁目８－８ 福井県福井健康福祉センター 内
TEL:0776-36-3429 e-mail：k-nitsuta-ro@pref.fukui.lg.jp

お問い合わせ

新型コロナウイルス感染症により人々の生活が大きく変わり、食生活も様々な影響を受け、新しい
生活様式に対応していかなければならなくなりました。保健所では健康危機管理時の保健医療対策
にシフトし、新型コロナウイルス感染症対策を中心とした医療救護体制や保健予防活動を行ってい
ます。
平時に保健所で行っていた生活習慣病対策や歯科保健、精神保健等に関する業務は中止や延期、
簡素化、縮小された事業も少なくありません。また、地域によっては、食生活改善推進員等との連携
により進められてきた健康づくりや食生活に関する調理体験や食育活動など、ヘルスプロモーション
に基づく地域づくりにも影響がみられています。
そこで、本自由集会では、保健所等のコロナ禍における取組みの現状や工夫された取組みを共有
し、アフターコロナにおける公衆栄養活動の目指すべき方向性について考える機会とします。

全国保健所管理栄養士会
Japan Association of Public Health Center Registered Dietitian. All Rights Reserved.   

座 長：山梨県峡南保健所 渡邊 瑞穂 氏

１．コロナ禍において行政管理栄養士の業務がどのように変化したか
新潟県新津保健所 磯部 澄枝 氏

２．東京都多摩小平保健所での取組み
東京都多摩小平保健所 山田 五月 氏

３．町田市保健所での取組み
町田市保健所 野瀬 貴行 氏

４．県民健康・栄養調査の実施状況と今後の課題
女子栄養大学 久保 彰子 氏

★演者発表後は、質疑応答を予定しています。

テーマ：アフターコロナにおける公衆栄養活動を考える

代表世話人：女子栄養大学 久保 彰子


